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池田隆司教授記念号の発刊に際して

　池田隆司教授は定年により退職されることになった． 地球物理学教室に着任して以来， 教育な

らびに研究につくされた先生の退職を記念して， 本号を池田隆司教授記念号とすることになった．

ここに先生の略歴および研究業績を記して， 我々後進の参考に資したい．

（編集委員）

池田　隆司 教授の略歴

1948 年 12 月 8 日生れ

1965 年 3 月 北海道立札幌西高等学校卒業　

1972 年 3 月 北海道大学理学部地球物理学科卒業

1974 年 3 月 北海道大学大学院理学研究科地球物理学専攻修士

　　　　 課程修了

1977 年 3 月 北海道大学大学院理学研究科地球物理学専攻博士

   課程単位修得

1977 年10月 科学技術庁国立防災科学技術センター　研究員

1990 年 6 月 科学技術庁防災科学技術研究所　地圏地球科学技術研究部　研究室長

1991 年 1 月 ドイツ地球科学研究所　KTB（大陸深部科学掘削計画） 客員研究員

1992 年 3 月 博士（理学）（北海道大学）

2001 年 4 月 独立行政法人防災科学技術研究所　総括主任研究員

2002 年 4 月 北海道大学大学院理学研究科 地球惑星科学専攻 教授

2012 年 3 月 北海道大学　定年により退職　

　学生時代を過ごした北大地球物理・陸水学講座では，地下水や温泉水の循環が主な研究テーマ

で，卒論は「井戸理論に関する研究」であった．修士課程では，自然災害に関与する地下水の役

割に焦点を当て，特に「地すべりの発生」に関連する力学的作用因子としての地下水挙動に着目

した．野外調査による地すべり地域の水収支的研究，井戸を利用した地下水観測と歪み観測，お

よび岩石室内実験とを組み合わせて地すべりの発生予測にアプローチした．博士課程では，より

普遍的な側面から，粘性土など難透水性の地層中の地下水挙動，特に間隙水圧の変化を研究テー

マとした．実験室での加圧実験などにより間隙水圧変化についてレオロジー的な解析を行った．

またこの間，温泉調査に関わる地下水流動調査や物理探査，気候変動に関連する湖での堆積物コ

ア掘削研究などに携わり調査と解析を担当している．

　防災科学技術研究所（地震地下水，地球化学，地殻力学の各研究室に所属）では，主として地

殻応力と地下水に関する実験・観測研究を行った．地殻応力の地域的な分布や深さ方向の変化を
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明らかにするために，出来るだけ深い孔井での原位置測定を目指し，「水圧破壊法による地殻応

力測定法」の測定技術や解析手法の開発から始めた．日本では初めての取りくみであったが，深

さ 2,000 m 級の孔井でも正確な応力値が求められるようになった．これを用いて関東・東海地域

の 20 数地点において，深さ 400～2,000 m の掘削井で地殻応力測定を行い，応力状態（方位や大

きさ）の地域的な分布やその特徴を明らかにし，詳細な応力区分図などを提案した．またその過

程で，地殻浅部の応力状態は微小クラックの摩擦すべりによって岩盤が降伏するとする「臨界応

力降伏モデル」や，応力とクラック密度や水の飽和度の関係などを解析し，博士論文「地殻応力

分布：水圧破壊法による応力測定に基づく特徴とメカニズムに関する研究」としてまとめた． 

　さらに発展的な研究として，地震の震源域や活断層域においてボアホールを利用した測定実験，

地表探査，地下水観測などを実施し，地殻構造や応力の時空間変化などについて研究を進めた．

日光足尾の震源域（'88-91），根尾谷断層（'93-'96），阿寺断層（'97-'00），牛伏寺断層（'01-'02）

などでの実験・調査研究がある．活断層掘削調査については，1995年兵庫県南部地震発生により

その重要性が注目され，淡路島野島断層および神戸市周辺地域の調査（'95-'01）を大学グループ，

地質調査所（当時）と防災科学技術研究所が共同で実施した際に，その先導的役割を担った．こ

れらにより，活断層の構造，断層物質，応力，間隙水圧，熱流量など貴重なデータが得られ地震

直後の断層の特徴が明らかにされた．世界に先駆けた活断層掘削研究であり，2002年には米独仏

伊などの各国から100名程が参加した「活断層の物理に関する国際ワークショップ」を主催する

に至り，国際共同研究の足掛かりとなった．また，南海トラフで発生する海溝型巨大地震に関連

するプロジェクト（'96-'01）では紀伊半島新宮において実験・観測を行っている．

　このように，特に，ボアホールをうまく利用することによりデータを直接取得し，その場で進

行中の現象をより深く理解することを一つの大きな特徴としている．1992年には，KTB（ドイツ

超深度大陸科学掘削計画）の 9,000 m 級掘削現場のフィールド・ラボラトリに客員研究員として

滞在することができ，また米国サンアンドレアス断層掘削プロジェクト・チームなどとの交流

を通して，ICDP（国際陸上科学掘削計画，本部：ドイツ・ポツダム地球科学研究所）を国際的

な研究体制として組織する一翼を担った．日本も 1998年から正式に加盟することができ，日本

からの提案プロジェクトとして噴火間もない雲仙普賢岳の火道を直接堀抜く雲仙火道掘削計画

（'99-'03）を推進し，現場での応力測定実験や検層解析に携わった．

　北大および防災科学技術研究所における研究は，論文テーマや参加した個々のプロジェクトは

多様であるが，根底にあるのは地球表層および地殻内部の応力や強度などの力学的バランスに関

する問題と，それに関連した水や熱の挙動や役割を明らかにすることである．北大での研究室名

を「地殻熱水力学研究室」とした所以である．陸水（特に地下水）を水資源として考えるだけで

はなく，地殻内で現在進行中の事象とどのように関係しているのか，「地殻内流体の存在と役割」

を物理的に理解することを目標としてきた．例えば，地震や火山噴火などのイベントは，断層破

砕帯や火山体内部の流動過程と密接な関係がある．テクトニクス的な広域の流動と，ローカルな

水の振る舞いという２つの側面からアプローチすることが必要となる．幸い，北大地球物理学教
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室では多くの諸先輩により，道内や東北の温泉や地熱地域でのフロンティア的な調査が精力的に

実施され貴重なデータが蓄積されており，これらの問題に改めてアプローチする良い研究の場と

なった．

　学会活動として，2004年から 2012年まで運営委員長を務めた「陸水物理研究会」は，北大陸

水学講座が発足以来中心となって運営してきた．2011年度で第33回目の研究会を開催するに至

り，地球惑星科学連合の団体会員としても認められている．従来の学会発表の場とは一味異なる

自由な討論の場の中で，多くの学生が育ってきた．今後益々の発展を期待したい．また，社会的

活動として，日本学術会議連携委員，北海道環境審議会副会長，同温泉部会長，NEDO 技術委員，

そして理学部同窓会理事長（2007-2009）等を歴任する中で，多くのことを学ばせていただいた．

ここでは，個々人のお名前を書き記すことはしなかったが，ご指導，御世話いただいた多くの方々

に心から感謝申し上げる．

（池田　隆司　記）
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